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「正常化」時代 のチェコスロヴ ァキアにお ける ジャズ ・セ クシ ョンの
活動につ いて(4)
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『国家社 会主義 にお けるジャズの意味』 と題 された論文集において、編者のゲル
トルー ト・ピックハ ンとリューディガー ・リッター ドイツの歴史学者 どドイッ
の音楽学者 はその序文をつ ぎの ように書 き始めている。
ジャズはたんなる音楽であったことは一度たりともない。そこには最初か
らさまざまな付加的な意味が染みこんでいた。それゆえにジャズにあらわれ
た思想や立場が支持者か らも反対者からも、音楽を創 り出す音楽家からにせ
よ、それについて書いた人びとか らにせ よ、つねに熱烈な反応を惹 き起 こし
てきたことは驚 くにあたらない。議論されていたのは、音楽美学 と主観的判
断一 た とえばあるタイ トルないしスタイルが快いかそうでないか の問
題だけでなく、よ'り幅広い論点もであった。というのも、ジャズは何 らかの生
活様式や習慣と結びついていたからである。それは同時代の音楽シーンに挑
んでいた。そのうえ、同時代の社会に固有の道徳的価値 を問題 にした。す ぐ
に嫌悪や拒否が表明されたが、強い関心や支持もまたそれ以上に表明された。
ジャズはそもそも最初から存在それ自体によって社会を分裂させていた。(1)
これはジャズという音楽ジャンル、音楽形式について、いわば一般論としていえ
る言葉であって、それが演奏され、聴かれ、そしてそれについて書かれ、読まれる
環境がどのようなものであってもあてはまるにちがいない。しかしながら、この論
文集がテーマとしているような 「社会主義」圏であれば、なおさらその 「意味」が
大きな役割を担ってしまうことも容易に想像できる。当然なが ら、「正常化」時代
のチェコスロヴァキアにおいても、ジャズはたんにひとつの音楽ジャンルであると
いうだけにはとどまらなかった。ましてそのジャズを管理する組織となれば、体制
(1)PickhanandRitter』``Introduction
,"7.
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側から 「嫌悪」や 「拒否」の対象とみなされるようになっても、まったく不思議
はない。今回ジャズ ・セクションにかんする研究にひと区切 りをつけるにあたり、
一種断章的な覚え書きのかたちを取ることによってよりとらわれのない立場から、
ジャズ ・セクションの音楽活動の特徴を(再)検 証し、あわせて今後も機会をみつ
けて検討していくべきいくつかの課題を確認 していくことにしたい。
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ピックハンとリッターはこの引用の少しあとで、新 しく生まれたソヴィエ ト連邦
においては1920年代か らジャズが目立った場所を占めていたといい、そこでそれ
はアメリカ合衆国の象徴とみなされ、きわめて重大な 「他者」として機能 していた
と語っている(2)。それによって惹き起こされる議論は音楽そのものよりも、むし
ろソヴィエ ト連邦を一方で 「階級の敵」アメリカ合衆国と、他方で 「旧い」ヨーロッ
パとどう対置させるのかという問題にかかわるものだった。ふた りの編者によれば、
ジャズはそこで多 くの意味を担ってお り、一方では賞讃者が、他方では敵対者がそ
の意味を利用 した。賞讃者にとってジャズは自由をあらわし、敵対者にとってそれ
はおもに4つの点で人びとを挑発 した。すなわち(1)セクシュアリティ、性的な
とらわれのなさ、(2)「プリミティヴ」で 「異質」な性格、(3)アメリカという象
徴的な意味、(4)社会主義 リアリズムと相容れない美的現象、という4点である。
それぞれについてピックハンとリッターは以下のようなことを述べている
(1)ジャズは最初からセクシュアリティと密接に結びついており、その結果、体
制派からは拒絶されてしまった。伝統的な家族という枠組みを越える性的な自由と
生活様式につながっていくからである。たとえば作家のマクシム・ゴーリキイはジャ
ズを 「ポルノグラフィ」と呼び、拒絶している。
(2)音楽的教養のある知識人や、音楽のすでに確立された領域で活躍する作曲家
　 り こ 　 　 つ
からすると、ジャズは原始的で未発達なものにしかみえなかった。また(これは支
持を得る理由でもあったが)ジ ャズは異質な性質をもつものとして激しい反対を惹
き起こした。
(3)アメリカのジャズの異種混清的な形式はヨーロッパのエリー トが伝統的に抱
いてきた文化の概念に異議を唱えるようなものだった。またジャズはアメリカの芸
術形式、アメリカ支配の象徴とみなしうる点でソヴィエ ト連邦では問題視されるも
のとなっていった。
elこ の セ ク シ ョ ン の 記 述 はibid
.,7-9にも とつ く,,
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(4)美的現象としてのジャズは社会主義リァリズムという支配的な理論的枠組み
　　　　　　　　　
を拒否するものだった。ジャズは基本的に器楽曲であり、その性質は抽象的なも
のなので、内容が大衆にはたらきかけるわけではなかった。
チェコスロヴァキアにおけるジャズ ・セクションの活動にかんするかぎり、表現
形式としての音楽のみが問題 となるわけではなく、ほかの芸術ジャンルやメディア
の問題も大 きくかかわってくるが、ジャズが持っているこのような要素、性質、傾
向についてはあらためて目を向けておいてよいはずだ。
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しかしながら、その一方で、ジャズは東西どちらの陣営 もそれぞれの利益 ・関心
を増大 させるための 「文化的武器」として都合 よく利用 しようとした。いいかえれ
ば 「プロパガンダの道具」となったということである(3)。ロシアない し東側はた
だたんにジャズをアメリカもしくは西側の思想、「自由」を表現する音楽 として排
除しようとはしておらず、プロパガンダ戦略に組み込もうとした。その観点か らす
ると、東西の冷戦は 「20世紀 ヨーロッパにおけるジャズの発展にとって最大の促
進者」(4)ともいうべ きものとなる。「正常化」時代のチェコスロヴァキアにおけるジャ
ズ ・セクションの活動について検討するさいには、このような視点にも留意 してお
いたほうがいいだろう。
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60年代 にアメリカ、イギ リス を中心 とする西側で若者文化(ユ ース・カルチ ャー)
を代 表 し象徴す るもの となったロ ック とのかかわ りに もじつに興 味深 い ものがあ
る。 とくにチ ェコス ロヴ ァキアでは1970年代半 ばにジャズ ロック と呼 ばれ る音楽
形態 に大 きな関心が寄せ られた。ジャズ ・セクションも自分 たちが主催す るジャズ・
フェステ ィバル、プラハ ・ジャズ ・デイズで大 きく取 り上げ、そのなかで ワークシ ョッ
プ も開催 している。スロヴァキアの音楽研究者ペテル ・モテ ィチカがい うには、
時間の経過 とともに、ジャズ ロック ・ワークシ ョップはプラハ ・ジャズ ・デイ
ズのなかで もっ とも重要 な要素 と考 え られ るようになるだろ う。 それは1960
年代 のチ ェコス ロヴァキアにお けるジャズの捉 え方 を変え、 ジャズロ ック と
(3)PickhanandRi厩"Introduction
,"10-12;Ritter,"JazzinStateSocialism,"19-23.
(4)PickhanandRitter
,"Introduction,"12.
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音楽的な らびに非音楽的実験 を とお して、当時の ヨーロ ッパ の流行 を しめ し
て くれた。(5)
さて、そのロ ックについてだが、ハ ンガ リーの社会学者ハヴ ァデ ィ ・ゲルゲーは
ハ ンガ リー ・ジャズを論 じなが らつ ぎの ように述べてい る 「1950年代 にアメ
リカで始 まり、その後 ヨー ロッパ中で もみ られる ようになったロックンロールの拾
頭 と普及のおかげで、政治の注意 はジャズか ら逸れてい くようになった。西洋文化
の催眠状態 に誘 う阿片ではな くなったか らだ」(6)。この言葉 はチェ コスロヴァキア
をは じめ とす るヨーロッパのほかの社 会主義国に もあては まるにちがいない。興味
深 いことに、そ してある意味では逆説的なことなが ら、 まさにこの ような状況のお
かげで す なわち社会的な意義 を失ったがゆえに、当局側か ら睨 まれることが な
くなったため に 、ふたたび公然 と姿をみせ ることがで きるように もなった。
ロ ック ・ミュージ ックがす ぐに体制 に とっては ジャズ よ りもはるか に危険
なものとみ なされるよ うにな り、 ジャズはその後 自分の社 会的な居場所 を大
き くしていった。 しか しチェコスロヴ ァキアでは ジャズ ・セ クシ ョンの メ ン
バーg)一部が ロ ックの要素 をジャズに統合 し、いわゆる ジャズ ロックのほ う
を好 むようになった。それは当時、主要 なジャズのス タイルの ひとつ となった。
その結果、 ジャズ ・セ クシ ョンの音楽 は若 い聴衆 をその後 も惹 きつけてい っ
たが、他 方で ジャズの 「純粋 な」 スタイルの ほうを好 む者 たちは他の ところ
に目を向けなければな らな くなった。切
ジャズとロ ックはふたつの異 なる文化をかたちつ くってお り、本質的には相容れ
ない もの だったが、ジャズ ・セ クションはその幸福 な出会い を演出 したのだった。
ピックハ ンとリッターによれば、両方の陣営か ら受 け入れ られたのは少数の ミュー
ジシャンだけで、 そのひ とりは イジー ・スチ ヴ ィー ンだった(8}。こ うした状 況は
どうあれ、1970年代のチ ェコス ロヴァキアにおける ジャズロ ックの興 隆はいず れ
きちん と検証すべ き興味深い文化現象であることはまちがいない。 このままもうす
こ しジャズとロックのかかわ りについてみてお くことにする。
c5)Motyδka
,"TheJazzSection-APIatformofFreedominCzechoslovakia,"218.
{6)H
avadi,"lndividualists,Traditionalists,Revolutionaries,orOppo血lnists?"140.
(7)Pi
ckhanandRitter,``lntroduction,"14.
tS,Ibid
。
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論文集 『国家社会主義におけるジャズの意味』 に収め られた 「ジャズ ・セ クシ ョ
ン ジャズを通 しての崩壊 」のなかで、モテ ィチカはジャズとロックの微 妙な関
係 について も論 じている。彼 はそ こでロ ック ・シ ンガーのヴラジ ミール ・ミシーク
が 「ジャズメンとロ ック ・ミュージシャンの緊張 関係」について語るつ ぎの ような
言葉 を引いている。
関係は同僚がそれぞれ平等に責任や権限を持つようなものではなかったので、
とくに正統派のジャズメンは軽蔑を隠さなかった。プラハ ・ジャズ ・デイズは
ある意味では人びととさまざまな考えが自然発生的に出会う場所であり、私
たちはそれが心地良かった。ジャズとロックは当時、肩を並べて共存 していた。
おたがいにインスピレーションを与え合ってお り、その融合が顕著になって
きたのはジャズ ・セクションを通してだった。私たちはアンダーグラウンド
では行動 しなかった。ジャズ ・セクションのように法の許す範囲で行動 した
かった。 しか し徐々に多 くの問題を抱えるようにな り、1983年に私は活動を
禁止 ざれてしまった。バンドのメンバーだちはプレイしつづけることができ
た。私だけが問題だった。たぶん私のキャリアのなかでいちばん劇的な瞬間は、
活動を禁止 された直後、国家保安局 〔秘密警察〕に協力すればステージに戻
れるといわれたときだ。拒否したら、おそらく二度とプレイできず、私の音
楽 も忘れられてしまうということもわかっていた。運よく活動禁止は2年 で
終わった。(9)
わた しは これ まで こうした証言 はあ ま り目に したこ とが なかったが、 た しかに
ジャズ とロックの ミュー ジシャンがそれぞれの スタイルを保 ちなが らコラボ レー
ションし、成功 を収 めた例 はそれほ ど多 くないか も しれない(そ の先駆 的な成功
例 のひ とつ に、 ミシークが創 立 メ ンバ ーのひ と りだ ったロ ックバ ン ド、ブルー ・
エ フェク トとスチ ヴ ィー ンが在籍 していた ジ ャズQプ ラハ が共演 したアルバ ム
『CONIUNCTIO』[1970]がある)。技術的 なことを考 えれば、それ もある程度は致
し方 ない部分 もあ るだろうが、その後ジャズ・セ クションの もとでは、た しかにジャ
ズロ ック と呼 ばれる音楽形式 での演奏が(ジ ャズ寄 りの ミュー ジシャ ンを中心 に)
ある時期盛 んに行なわれ るようになる。
〔9)Mot
y6ka,"TheJazzSection:DisintegrationthroughJazz,"161-162。
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実際にはた とえばプラハ ・ジャズ ・デイズで起 こっていることをすべて監督で き
ていたわけではないが、当時、当局側 はあ らゆることを管理下に置 こうとし、あ ら
ゆるイベ ン トのあ らゆることが らをすべて詳細 にチ ェック しようとした。た とえば
全体 の演 出法、正確 なプ レイリス ト、個 々の楽 曲の歌詞、 ポス ターのデザイ ンなど
だが、歌詞 については実際上 は検閲を受 ける という.ことであ り、事前 に承認 されな
ければステー ジで歌 うこがで きなかった。 このような状況 に対応 し、検閲を逃れ る
ために、多 くの ミュー ジシャンが歌(詞)の ある楽曲を取 り上げず、 ジャズロック
の インス トルメ ンタルに専念 した。(10)
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チェコ(ス ロヴ ァキア)の 「1970年代か ら1980年代のオル タナテ ィヴ音楽 シー
ン」を検証す る論文のなかで、 ヨゼフ ・ヴルチェクは、オル タナティヴ文化 の第2
世代 がジャズ ・セクションを中心に形成 された もの とみなしている。
オルタナティヴ文化の第2「世代」とみなしているのは1970年代半ばにと
せ　り　
くにプラハで誕生 したバ ン ドとその伸 問である。 プ ラステ ィック ・ピープル
せ 　 り 　
の仲間の範囲 は狭 いが、第2世 代 において はい くつか の 自立 したグループが
みいだ され、それ らは ジャズ ・セ クシ ョンとその コ ンサ ー ト活動 のおかげで
結びつ くことがで きた。す なわち、 とくにブルース、 ソウル、 そ してのちに
は レゲエ を志向 した、ハ ンスパ ウルカ地 区のサ ークル と、 それぞれ別 々に活
動 をつづけてい るグルー プ、エ クス テ ンポ レとステフ リー クの周 辺の、実験
音楽の動 きに近いサー クルで ある。最後の段階 でジ ャズ ・セクシ ョンに近 い
バ ン ドの列に加 わったのは最初のニュー ウェイブの集団だった。(ω
ジャズ ・セクシ ョンがこの ようにさまざまなジャンルの ミュージシャンが交流する
ための場 を提供 していたとい う事実 にはあ らためて注 目してお くことに しよう。
この引用 はオル タナティブ音楽シー ンの第2世 代にかんする ものだが、ここに登
場 している プラステ ィック ・ピープル ・オブ ・ザ ・ユ ニヴァースがほかでもない第
1世代 にあた り、結成されたのは1968年だった。このバ ン ドの名前はフランク・ザ ッ
(10)Ibid
.,163.
(ii)V16ek
,`『Hudebnialternativnisc6nysedmdesatYcha20smdesatYchlet,"221.
ジャズとそのコンテクス トにかんする覚え書 き7
パが率いるバ ン ド、マザーズ ・オヴ ・インヴェ ンシ ョンのアルバム 『アブソ リュー
ト・フリー』(1967)の第1曲 目の タイ トル(「プ ラステ ィック ・ピー プル」)から
取 られている。ヴルチ ェクによれば、当時、生 まれつつあったオルタナティヴ・シー
ンは完全 にフランク ・ザ ッパの影響下 にあ り、少 し年齢が上で、多少経験 のあるア
ンダーグラウン ドの音楽家 は、 ヴェルヴェッ ト・アンダーグラウン ドや ファッグス
など、ニュー ヨークの一派 を支持 していた という(12)。ヴルチェクはザ ッパ につい
て さらにつ ぎのようにも述べている。
ザ ッパは発言や文章だけで もロックの狼籍者だったが、音楽はうまく組織 さ
れ、構成されていた。たぶんそのためにルー ・リー ドとのちにはブライアン・
イーノが彼をいくぶん冷ややかな目でみた。だが、英米のシーンの舞台裏のこ
となどほとんど知らないチェコの音楽家たちにとって、彼は理想的な人物だっ
た。彼の音楽はいかなる状況においてもロックであ りつづけたが、それにもか
かわらず、とくに現代音楽(ス トラヴィンスキイ、ヴァレーズ)とのいくつも
の有機的なつなが りをみせてくれた。これは、60年代のジャズの擁護者たち
が立てた前述の戦略のなかで成長 した若者にはとてもふさわしいものだった。
そして重要なことに、ザッパは70年代半ばには、当時ジャズ ・セクションに
おいて 「流行って」いたジャズロックの実験 もしていた。旧)
チェコ(スロヴァキア)の オルタナティヴ文化へのザ ッパの影響というテーマが時
間をかけて検討すべきものであることは疑いを容れない。それを軸にオルタナティ
ヴ音楽シーンを読み解いていくことさえできるのではないかと思えている。
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ところで、これまで何度か出てきた 「オルタナティヴ」という言葉は、この文脈
では、既存のものに代わる価値を打ち出し、ときにオフィシャルなそれとは相容れ
ない動きのことを指 している。こうした動きをあらわす言葉は、それぞれ力点の置
き方は異なっているが、ほかにもい くつかある。チェコ(スロヴァキア)の戦後の
「社会学的主題としてのオルタナティヴ文化」を概観するヨゼフ ・アランが書いて
いる以下のような件 りを読むと、たとえばどのような言葉が同様の意味合いでもち
(12)Ibid.,212.
q3)Ibid.,224.
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いられているのかがとてもよくわかる 「そしてこの環境には、文化的(芸術的、
精神的、見解の、創造的)「他性」を帯びたさまざまな形式が位置づけられる。そ
れらは今 日では非公式・非公認の、半公式・半公認の、オルタナティヴな、アンダー
グラウンドの、反体制の、非合法の、パラレルな、地下の、反対派の文化などと呼
ばれている」(14)。社会主義時代のチェコスロヴァキアの芸術を検討 しているとき、
この種の傾向のもの(作 品、運動、態度など)をどういった言葉で指し示せばよい
～
のか悩むことがある。チェコ本国の専門家でもこのように列挙をするかたちで表現
をしているのをみるかぎり、厳密な用語法にはそれほど神経質にはならなくてよい
のかもしれない。
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モテ ィチ カはジャズ ・セクシ ョンの音楽活動 について さらにこのようにも述べて
いる。
ジャズ ・セクシ ョンの もっ とも重 要な貢献の ひとつ は、音楽の世界で起 き
ていることをつねに把握 しつづけていることにあった。す なわち1970年代半
ばの ジャズロック革命 と伝統 にとらわれない(オ ルタナテ ィヴ)コ ンセプチ ュ
アルな舞台の演 目、1980年代初 めのパ ンクロ ック、そ して1980年代 半 ばの
ニューウェイヴ とミニマル ・ロ ックの ことだ。その頃 を振 り返 ってハ ジマ は
ジャズ ・セ クシ ョンを自由な思考 と文化の直接的行動 の重要なプラッ トフォー
ムと呼んでいる。㈲
ジャズ ・セクシ ョンの同時代 の音 楽にたいする基本的 な姿勢が どの ような もので
あったのかが よ くわかる。 ここに登場す るハ ジマ とは、前 出のバ ン ド、エ クステ ン
ポ レのメ ンバーで もあった、シ ンガーでマ ルチプ レイヤーの ミコラーシュ ・ハジマ
のことだ。モテ ィチカはこのあ とハ ジマのつ ぎの ような言葉 も伝えている。
私はいつも政治や芸術について同 じような意見を持った人びとのグループに
(】4)Alan
,``AlternativnikUltUrajakosociologick6t6ma,"19.
(15)Moty6ka
,"TheJazzSection:DisintegrationthroughJazz,"165.モテ ィ チ カ 自 身 も 「チ ェ
コ ス ロ ヴ ァ キ ア に お け る 自 由 の ラρラ ッ トフ ォ ー ム 」 と し て の ジ ャ ズ ・セ ク シ ョ
ン に つ い て 論 じ た こ とが あ る 。Moty6ka,"TheJazzSection-APIatformofFreedom
inCzechoslovakia."
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惹 きつけ られていた。 よ くジャズ ・セクションとともに活動 し、 イベ ン トの組
織や書籍 の販売 や荷造 りや他 の仕事 の手伝 い をした。国家保 安局 はいつ も私
の活動 を過大評価 していた。彼 らは私 を憲章77と ジャズ ・セ クションのあい
だの連絡将校 とみな していた。 ジャズ ・セ クシ ョンが1984年に とうとう解体
させ られ て しま うと、子 どもが お もち ゃを取 り上げ られたかの ような、心臓
の一部 を もぎ取 られたかの ような感 じが した。 ジャズ ・セ クションは解体 さ
せ られ たが、活動の一部 はつづ いた。 た とえば トマー シュ ・クシヴ ァー ネク
はコンサー トを企画 しつづ け、ジャズ ・セ クションの先行す る活動 のおかげで、
外国のバ ン ドは出演 しつづ けて くれた。⑯
ジャズ ・セクションの活動を通してみえてくる文化のありようは文化研究といった
枠組みを越えてさまざまなことを教えてくれる。その再評価はさらに時間をかけて
行なう必要がある。
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最後 にジャズ ・セクシ ョンにかんす る、チ ェコのふ たつのウェブサイ トにふれて
お きたい(17)。
ひとつは、偶然なが ら本研 究課題の研究期間に重 なるように してチェコで開催 さ
れて きた、 ジャズ ・セク シ ョンにかんす る展 覧会 の ウェブサイ トであ り、1971年
か ら1988年までのジャズ ・セ クションの活動(コ ンサー ト、編集 ・叢書、メデ ィ
ア、訴訟 など)に かかわるさまざまなデー タがまとめ られている。 ジャズ・セ クシ ョ
ンが どの ような ものであったのかその概 要 を知 るにはたいへん役立つサ イ トであ
り、 なかで もコンサー トと出版 にかんす るデー タはか なり充実 している。展覧会 は
2016年1月か ら2017年12月までのあいだに17個所 を回 り、現在 も巡回中だ とい
う。 なお、サ イ トの管理人をかつてのメ ンバー、 トマー シュ ・クシヴァーネクが務
めている。
もうひ とっ はチ ェコの全体主義体制研究所の ウェブサ イ トに設け られたジャズ ・
セクションの コーナーであ り、展覧会 のサイ トとはかたちは違っていて も、 同 じよ
うに1971年か ら1988年までの ジャズ ・セクシ ョンの活動を丹念 に記録 している。
何 よ りも驚か されるのは、「文書(ド キュメ ント)」としてジャズ ・セクションの会
(16)Ibi(1.
(韮7)URLにつ い て は 巻 末 の リ ス ト を 参 照 の こ と
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報 とニュース レターがすべて読 めるようになっていることだ。本研 究に取 り組み始
めてか らいろいろと手 を尽 くして資料 を収集 したが、入手できなかったもの もある。
会報 とニュースレターにも欠番が あったが、しば らく前にこのサイ トを訪れ、クリッ
クひ とつでそれらが読 めるようになっているのをみて、 しば し言葉 を失った。 もう
すこ し早 く公 開 して くれていた らと思わずにはい られなかったが、いずれ にして も、
これで ジャズ ・セ クションにかんす る研 究がか な りしやす くなったことはまちがい
ない。
こうしてみると、チェコ本国において もジャズ ・セクシ ョンの研究 はまだこれか
らなのか もしれない。
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